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地
方
貿
晶
統
計
の
問
題

第
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六
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居費

究

地
方
貿
易
統
計
の
問
題

ー

l
匂
・
印
。
-Eロ
の
所
論
の
紹
介
l
l

有

田

正

貿
易
統
計
が
通
商
政
策
及
び
閥
税
政
策
の
樹
立
、

選
曲
百
の
た
め
に
重
要
在
意
義
を
有
す
る
と
止
は
誌
に
改
め
て
説
〈
ま
で
も
紅

ぃ
。
叉
、
私
経
替
的
部
商
に
於
て
も
そ
の
臭
し
来
っ
た
役
割
は
極
め
て
大
な
る
も
の
が
あ
り
、
今
後
も
そ
の
重
要
性
は
竜
も
減
や
る

E
と
が
た
い
で
あ
ら
う
。
己
の
と
と
は
多
〈
の
諸
事
者
の
認
め
る
が
で
、
貿
易
統
計
今
日
の
設
展
は
主
と
し
て
こ
れ

E
一
つ
の
部
闘

に
推
進
力
を
も
っ
と
云
つ
で
も
決
し
て
偶
然
の
E
と
で
は
友
い
の
で
あ
乱
。
所
が
近
時
岡
土
計
書
の
貫
要
性
が
強
調
さ
れ
、
闘
内
工

業
の
昼
間
的
分
布
白
検
討
、
窓
間
的
配
置
編
成
忙
園
家
的
・
岡
民
的
関
心
が
昂
揚
す
る
に
件
っ
て
、
貿
易
統
計
に
も
新
し
い
課
題
が

云
々
さ
れ
る
様
陀
在
っ
た
。
地
方
貿
易
統
計
官
也
自
号
旨
匝
E
E
E巴
m
m尚昆

-
E
S
の
問
題
は
、
そ
の
最
も
注
目
す
ベ
奇
問
題
の
一
つ

で
あ
ら
う
。
己
の
問
題
が
墜
界
及
び
賃
際
界
に
於
て
冒
と
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
つ
い
数
年
以
来
に
於
行
る
狽
議
の
む
と
で
あ
る
が
、

既
忙
伎
の
闘
に
於
て
は
、
と
の
相
題
に
謝
し
て
昼
間
的
寄
輿
を
た
せ
る
皐
者
、
資
際
家
の
数
も
二
一
に
止
ら
な
い
。
同
・
当
者
B
E
F
H
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の
如
き
は
園
土
計
叢
と
は
関
係
た
し
に
己
の
問
題
を
取
扱
っ
た
古
典
的
た
範
例
民
一
属
す
も
の
で
あ
る
的
、
い
ま
こ
れ
を
除
外
し
て
、

専
ら
こ
L
数
停
の
聞
に
、
特
に
園
土
計
聾
B

ど
の
関
係
の
下
に
地
方
貿
易
統
計
の
問
題
を
取
扱
っ
た
皐
者
並
び
に
賓
際
家
の
名
を
皐
げ

る
と
、
巧

-ps色
、
出
。
品
。
「
出

国
耳
目
自
己
岡
山
岳

E
は
そ
の
う
ち
の
特
に
著
名
た
る
者
と
云
ふ
と
と
が
由
来
上
う
章
一
》

O

こ
れ
ら
の
諸
家
忙
依
っ
て
地
方
貿
易
統
計
の
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
所
は
、
内
容
的
に
見
て
多
少
の
相
違
は
あ
る
が
、

大
慣
に
於
て
、

同
輪
出
及
び
轍
入
の
関
内
的
地
域
別
直
分
、
特
に
輸
出
の
仕
出
地
域
別
匝
分
、

ω‘
個
々
。
囲
内
的
地
域
D
貿
易
へ
の
依
存
度
、
特
に
営
該
地
壊
四
工
業
に
於
け
る
輸
出
の
意
義
白
測
定
、

以
上
の
二
う
で
あ
る
。
さ
て
、
己
の
揚
合
、
輸
出
に
重
鮪
が
置
か
れ
、
ま
た
個
々
の
園
内
的
地
域
の
工
業
に
於
け
る
輸
出
の
意
義
白

測
定
I
1
i
工
業
輸
出
率
の
算
出
ー
ー
が
主
た
る
闘
心
事
と
さ
れ
て
ゐ
る
己
と
は
、
吾
々
の
特
に
留
意
し
抵
け
れ
ば
左
ら
ぬ
所
で
あ
ら

う
[-1:: 

v 

一
般
に
、
地
域
別
に
は
、
輪
出
〔
輸
出
数
量
及
び
償
額
〕
が
仕
向
地
別
に
、
職
入
〔
職
入
数

量
及
び
偵
額
〕
が
仕
同
地
別
に
分
類
せ
切
払
冶
か

h
Z
意
味
に
於
て
O
相
手
闘
別
分
類
は
非
常
に
詳
細
に
亙
る
も
の
が
多
い
が
、
そ

今
日
の
貿
易
統
計
に
於
け
る
分
類
は
、

れ
ら
の
総
刊
が
闘
内
の
如
何
危
Z
地
域
よ
り
由
来
し
、
或
は
そ
れ
ら
の
轍
入
が
圏
内
の
如
何
た
る
地
域
に
師
属
す
る
か
|
|
貿
易
の

岡
内
地
域
別
分
類
を
行
っ
て
ゐ
る
も
白
は
非
常
に
少
い
。

た
と
ひ
あ
つ
で
も
種
々
な
る
快
陥
が
あ
っ
て
十
分
な
も
の
左
は
云
ひ
難

い
。
我
が
固
に
於
て
も
さ
ろ
で
あ
る
し
、
一
滴
逸
に
於
て
も
共
他
白
諸
闘
に
於
て
も
と
の
例
に
洩
れ
ね
。
貿
易
統
計
の
改
編
が
要
求
さ

れ
、
或
は
既
存
続
計
諸
費
料
の
加
工
編
成
に
依
っ
て
、
己
れ
が
快
を
怖
は
ん
と
意
闘
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
地
域
的
陀
工
業
輸
出
率

を
算
川
せ
ん
と
す
る
努
力
も
、
聞
学
問
的
並
ぴ
に
賓
際
部
而
に
於
て
、
よ
り
以
上
の
燥
訓
捕
さ
で
以
て
再
三
繰
返
さ
れ
て
は
来
た
が
、
調

地
方
貿
易
統
計
の
問
題

'3i. 
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地
方
貿
易
統
計
の
問
題

五
凡

海
の
諸
場
者
。
報
宇
る
所
に
よ
れ
ぽ
、
彼
の
閣
に
於
て
も
未
だ
満
足
注
る
結
果
に
到
達
し
て
居
ら
ぬ
も
の
の
如
〈
で
あ
る
H

尤
も
、

己
の
問
題
は
、
そ
の
佐
賀
上
、
ひ
と
り
貿
易
統
計
だ
け
で
な
〈
、
更
に
工
業
生
産
統
計
に
も
多
大
在
る
閥
係
主
有
す
る
問
題
で
、
雨

第
五
十
六
春
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E
の
問
題
に
閲
読
す
る
諸
家
の
所
説
中
最
も
明
快
で
、
問
題
展
開
の
仕
方
も
極
め
て
樫
系
的
で
あ
る
。
就
中
、
、
引
四
時

T
g
h
q
 

c
E
Z巴
u

日高むの
rof
図。『
ro一
等
の
諸
先
悼
阜
の
成
果
の
核
心
を
つ
か
み
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
自
ら
の
見
解
を
問
題
の
一
層
の
進
展

D

h

u
nb

勾

S

方
向
忙
於
て
展
開
し
て
ゐ
る
執
は
注
目
す
ぺ
昔
も
の
と
思
惟
せ
ら
れ
る
o

敢
て
縮
介
す
る
所
以
で
あ
る
。

m
m旬

、
且
臼

(
詰
一
)
垣
E

白

Ez--回

m
m
m
E
E
W
〉

5pdqhMERE--d町
民
自

Z
耳
E
E
v
p
b
m
N
E
E
n
z司
書
』
凶
∞
出

Eno-55肉
旦
福
岡
仏
困
何
回

E
E
Z田
町

間

期e
S
 

4
S
E
c
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〉

E
b
M
F
p
z
g
骨
5
5
u
m
m
N
Z
E同
-
K
E
H
g
p
Z
冨
o
o
z
-
-
F
E
o
r
E
品
。
ヨ
吾
n
z
p
m
E
H
E
E
Y
M
岡
崎

昌

弘

同

再

E

F
出品周囲
R
F
a
o
v
E国
間

gp仏国
mgfoEEで
品
E
E夜
明
誠
司
。

2
自
己
♂
色
町
宮
〉
聞
の

Y
E
N
F
H
S∞
司

国

陶

H
E
P
-
R
Z明
白

吋

耐a
u
 

骨
?
E
m諸
島
自
白
何
回

E
旦
E
F
〉
]
]
肉
・
出
向
〉

E
H

】

E
N∞i
n

H

W

(
註
一
一
)
輸
出
に
就
き
特
に
地
方
貿
易
統
計
、
特
に
国
内
地
域
別
恒
分
四
一
要
求
さ
れ
る
理
由
に
は
、
種
々
な
る
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち

W
巾

の
一
つ
に
抜
目
如
き
も
白
が
あ
る
。
ナ
な
は
ち
、
闘
内
地
域
別
分
類
は
轍
出
入
共
に
澗
遁
の
統
計
で
は
採
用
さ
れ
て
ゐ
な
い
故
、
そ
れ
に
封
す
る
要
求

は
輸
出
入
共
に
共
誼
で
ち
る
が
、
轍
入
に
於
て
は
交
誼
貨
物
統
計
に
よ
ワ
て
或
る
程
度
ま
で
そ
の
欠
を
捕
ふ
ζ

と
が
出
来
る
。
職
入
が
輪
出
に
比
し
で

者
の
整
備
古
貨
を
ま
た
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
け
に
一
居
の
困
難
を
伴
ム
謹
で
あ
る
。

地
方
貿
易
統
計
の
問
題
は
、
己
れ
ら
の
事
態
を
前
提
し
て
、
或
は
現
論
的
に
或
は
貴
際
的
戸
に
諸
家
に
よ
っ
て
と
り
上
げ
ら
れ
、
ま

さ
に
∞
o
-
z
z
D
云
ふ
ど
正
〈
、

z
N
E
p
m世間
S
L
O
H
〉

E
Z
E
Eロ白色
E
s
z
z
r
E
を
構
成
す
る
ロ

認
に
己
の
小
稿
内
初
介
ぜ
ん
と
す
る
の
は
、
在
ベ
ル
リ
ン
、
呂
田
草
色
巴
呂
F
ロH-
同円四
Z
F
-
Eロ
白
也
、

N
E『
昌
司
話
回

L
q
k
t
E躍
中

rpロ
L乙
担

EEωZHhR民

主
題
し
で
、

一
九
三
八
年
九
月
ヴ
ュ
ル
ツ
プ
ル
グ
に
於
て
開
催
さ
れ
た
猪
逸
統
計
協
曾

S
E
E
Z
∞
E
Z
E
Z

P
Z
F
L正
月
)
の
研
究
報
告
舎
に
於
け
る
報
告
論
文
で
、
同

N
P
E
編
輯
の
同
協
合
機
関
誌
と
]
問
。
目
。
国
自
由
Z
E
E
n
E
2
h
f
n
F
E
巴
お

忙
牧
銭
安
載
せ
ら
れ
た
る
も
の
〔
警
官
論
題
に
一
五
ふ

N
2『
E間
。

と
は
、
内
容
的
に
は
、
地
方
貿
易
統
計
に
闘
す
る
一
聯
の
問
題
を

指
す
。
論
旨
、

4) 



品
別
構
成
が
軍
抽
で
あ
り
E
hア
教
の
原
料
品
に
麿
倒
的
に
依
存
し
て
ゐ
る
と
一
再
P
A

事
情
は
、
交
誼
貨
物
統
計
が
償
額
を
ま
一
軍
せ
ず
に
数
量
し
か
表
示
し

な
く
と
も
、
割
合
筒
撃
に
憤
頼
回
推
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
之
に
謝
し
て
輪
出
は
品
別
構
成
が
柏
品
て
複
雑
で
る
り
、
日
完
製
品
が
大
部
分
で
ち
る
た

め
に
、
交
誼
貨
物
統
計
の
利
用
主
暗
E
不
可
能
に
す
る
ロ
と
の
こ
と
は

F
Z
E
も
ま
た
指
摘
す
る
所
で
あ
る
。

(
註
一
エ
)
印
。
-zz
白
こ
の
前
文
が
調
謹
統
計
協
骨
の
上
語
報
告
曾
に
提
出
ぜ
ら
れ
る
や
、
多
数
の
串
者
賞
際
家
が
琵
言
し
、
批
評
・
助
言
・
意
見
回

開
陳
を
行
っ
て
ゐ
る
。
一
般
的
に
地
方
貿
易
統
計
整
備
を
要
望
せ
る
も
の
を
陪
け
ば
、
責
際
的
問
題
で
畠
る
だ
吋
に
、
後
越
す
る
|
|
F
Z
E
の第一-一

の
問
題
が
特
に
祖
』
に
上
さ
れ
た
障
で
あ
る
。
串
昇
・
賃
陣
界
の
閥
心
白
所
在
の
一
端
圭
一
市
す
も
の
と
一
再
ひ
ら
る
E
あ
ら
う
。
向
灘
言
せ
る
も
の
問
中

に、

F
F
P

し
『

ov
胃
邑
戸
内
同
申
、
同
日
吉
『
一
口
品
再
]
】
昭
如
き
地
方
貿
易
統
計
E
問
題
に
し
て
者
名
な
る
者
中
、

W
R
Z
Z
(同
E
吾
晶
E
目指》

m
F
E
E
-
m
)、

C
E司
(
君
主
問
。
r
h
z
m
E
E》

O

局
自
の

F
F
E
E
C
)
F
H
m
g
r品
(
同
E
r
a
m
E
F
R同
国
E
E
a
A
2
3開)担問
2
コ冨
E
円(同
m
E
Z
F目
r)
噌
が
あ
る
。
〉
【
【
阿

曽
E

〉

E
F・
凶
島

N
m
r
F
弓
@
司

4
9
問。

上
記
の
論
文
忙
於
て
出
o
E
G
が
と
り
上
げ
て
ゐ
る
問
題
は
大
き
〈
次
の
三
う
の
問
題
に
分
け
る
己
と
が
向
来
る
n

第
一
の
問
題
は
、
輪
出
白
地
域
的
区
分
は
如
何
に
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
か
の
検
討
で
あ
る
。
由
主
E
旨
の
云
ふ
所
に
依
れ
ば
、
原
料

の
生
産
工
り
加
工
を
粧
て
輸
出
さ
れ
る
ま
で
に
、
輪
山
内
品
は
、
種
A

な
る
生
産
部
門
主
湿
り
、
種
々
な
る
商
業
部
門
を
介
す
る
の
み

在
ら
や
、
多
〈
の
地
域
を
移
動
す
る
。
輸
出
を
杢
悼
と
し
て
み
れ
ば
ま
さ
に
「
統
一
的
鴎
民
経
済
の
共
同
的
給
品
川
」
E

尺
云
ふ
乙
と
が
出

来
ょ
う
。
そ
れ
を
如
何
に
し
て
個
々
の
地
域
的
(
或
は
職
能
的
)
部
分
経
済
の
輪
出
と
見
倣
し
得
ょ
う
か
。
更
に
一
つ
の
地
域
白
「
輪

出
す
る
所
の
も
の
」
は
、
必
や
し
も
共
庭
よ
り
「
輪
附
さ
れ
る
所
の
も
の
」
と
同
一
で
左
い
し
、
そ
白
地
域
が
輸
出
の
た
め
に
給
付
せ

る
持
働
は
「
第
三
の
大
い
さ
」
で
あ
為
。
何
を
以
て
地
域
的
部
分
経
械
の
輪
出
と
た
さ
ん
と
す
る
か
。
輸
出
の
地
域
的
向
分
は
、
己

0

• 

様
た
拡
に
大
雪
左
困
難
と
誤
謬
の
危
険
が
ひ
そ
ん
で
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る

U

如
何
に
す
れ
ば
か
t
h

る
事
態
は
克
服
し
得
ら
れ
る
で
あ

ち
う
か
。
検
出
の
地
域
的
民
分
は
如
何
に
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
か
の
検
討
が
要
請
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を

F
E
E
は、

地
方
貿
易
統
計
四
問
題

第
五
十
六
巻

豆五

俸
五
貌

五
ブL

F¥Soltnu， n. .:t" ().， S. 153・
F. Soltall， a. u. 0.， S. 153 
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/下

地
方
貿
易
統
計
白
問
題

第
五
十
六
巻

六

O 

豆王

樺
五
瞳

輪
出
品
の
み
一
生
産
並
び
に
流
通
過
程
忙
於
て
、
園
内
の
諸
生
産
並
び
に
流
通
部
門
・
地
域
を
移
動
す
る
態
撲
に
着
眼

L
、
そ
れ
を
要

素
的
形
態
に
分
解
類
型
化
し
、
要
素
的
移
動
形
態
の
綜
合
組
合
せ
か
ち
部
分
経
消
に
於
て
可
能
な
る
聡
山
川
形
式
と
そ
の
解
消
的
意
味

を
規
定
し
、
調
査
の
可
能
性
と
限
界
D
吟
味

ιよ
っ
て
解
決
せ
ん
と
す
る
。

第
二
白
問
題
は
、
地
方
輸
出
翠
(
H
4
0
3
品
目
宮

2EO)
の
問
題
で
あ
る
。
「
輪
開
は
そ
の
意
義
を
絶
針
教
か
ら
は
認
識
さ
れ
得
扱

い
。
生
産
ま
た
は
貰
上
と
針
比
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
。
之
が
地
方
輪
出
率
の
問
題
展
開
に
営
っ
て
冒
頭
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
が
、
議

に
云
ふ
、
絶
針
教
か

ιは
認
識
き
れ
得
ね
輸
出
の
意
義
と
は
、
明
。
】
E
Z
の
所
設
を
綜
合
す
る
に
・
従
来
、
地
方
輸
出
翠
が
表
示
す
ペ

き
も
の
と
し
て
主
と
し
て
問
題
忙
さ
れ
来
っ
た
、

一
地
域
白
工
業
に
於
け
る
轍
同
の
意
義
、
所
謂
何
何
回
0
2
B
R
E
E円
或
は
同
名
Ea'

号
事
口
町
一
向
roH円
に
局
限
さ
れ
左
い
で
、
よ
り
庚
い
も
の
を
内
容
と
し
て
ゐ
る
。
と
の
己
と
は
、
問
。
]
冒
a
の
提
示
せ
る
比
率
及
び
そ
白

意
味
の
規
定
か
ら
容
易
に
判
断
す
る
と
と
が
出
来
る
し
、
問
題
の
提
起
の
仕
方
を
吟
味
す
る
と
き
、

一
一
居
明
確
と
た
る
。

F-EE
の

問
題
提
起
の
仕
方
を
見
る
に
、
他
の
諸
家
の
そ
れ
に
比
し
て
極
め
て

般
的
形
式
的
で
あ
る
。
氏
は
一
地
域
の
工
業
の
聞
外
市
場
へ

白
依
存
度
の
測
定
と
云
ふ
が
如
曹
、
限
定
特
定
せ
る
資
質
的
問
題
を
前
提
し
て
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
必
要
注
方
法
的
問
題
と
し
て

地
方
輪
出
率
の
問
題
を
と
り
上
げ
や
、
寧
ろ
よ
り
一
般
的
・
形
式
的
に
、
比
率
白
上
で
分

T
及
び
八
万
母
に
と
ち
れ
る
数
λ
輔
聞
及
び
生

産
又
は
買
上
)
の
意
味
の
相
遣
に
よ
っ
て
そ
の
結
果
た
る
地
方
検
出
率
の
意
味
に
種
々
な
る
相
違
が
生
+
る
己
と
を
示
し
て
、

は
脳
卒
無
反
省
左
比
率
の
算
向
を
戒
め
る
ん
一
共
忙
、
他
方
に
於
て
そ
と
に
成
立
し
得
ぺ
昔
種
々
な
る
種
類
。
比
率
を
そ
の
形
式
並
び

方
で

に
意
味
、
相
互
白
閥
聯
に
於
て
規
定
し
組
系
付
け
ん
と
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
地
方
輸
出
率
と
し
て
担
。
]
宮
ロ
の
概
念
す
る
所
の
も
の

は
、
そ
の
意
味
の
上
か
ら
云
へ
ば
、
種
々
た
る
も
の
を
含
む
。
そ
し
て
そ
れ
ら
D
比
率
の
意
味
。
背
後
に
前
提
さ
れ
た
、
輪
出
の
意

義
一
怒
る
認
も
著

L
〈
多
義
的
で
あ
り
、
且
或
る
意
味
に
於
ナ
形
式
的
と
た
り
、

一
地
域
の
工
業
の
海
外
市
揚
へ

D
依
存
度
と
云
ふ
、

F. Saltau， a. a..--o..， 157. 7) 



限
定
さ
れ
て
は
ゐ
る
が
極
め
て
明
確
な
る
規
定
か
ら
遠
ざ
か
る
に
至
る
。
由
。
-
Z
ロ
の
提
示
せ
る
比
率
は
金
部
で
四
個
、
夫
々
に
つ
い

て
の
意
味
並
び
に
妓
用
の
規
定
は
後
漣
す
る
と
と
h

す
る
。

最
後
に
第
三
白
問
題
と
し
て
、
既
存
統
計
資
料
の
加
工
編
成
に
よ
る
、
輸
出
の
一
地
域
別
匝
分
及
び
地
方
輸
出
率
算
出
の
可
能
性
と

限
界
を
問
題
に
し
、
地
方
貿
易
統
計
整
備
の
た
め
の
具
暢
的
方
策
に
澗
れ
る
。
問
題
医
す
る
既
存
資
料
が
濁
逸
の
官
臆
統
計
た
る
と

と
は
云
ム
ま
で
も
た
い
。
特
に
買
上
税
統
計
官
富
民
主
2
0
E巴
E-ご
と
生
産
統
計
百
E
E
E
E
g
E
Z
S
D
両
者
が
宝
た
る
封
象
と

一
夜
る
。
地
方
貿
易
統
計
整
備
の
具
鯉
的
方
策
と
し
て
は
、
貿
易
統
計
の
改
善
に
よ
る
方
法
と
い
士
一
つ
満
治
統
計
局
(
F
M
W
O
Z
E主
)
グ

と
問
自
の
言
明
石
市
O
F《
目
白
書
目
。
協
力
に
依
る
、
生
産
並
び
に
輸
出
の
統
一
的
調
査
忙
依
る
方
法
を
串
げ
ヲ
向
。

問
。
戸
内
自
の
己
白
論
文
は
以
上
白
三
問
題
社
主
要
論
結
と
す
る
。
第
一
及
び
第
一
一
の
問
題
は
理
論
的
問
題
で
あ
り
、
第
三
の
問
題
は
.

第
一
及
び
第
二
D
問
題
を
基
礎
と
し
て
そ
の
上
忙
展
開
せ
ら
る
ぺ
き
寅
際
的
技
術
的
問
題
で
あ
る
。
本
稿
は
理
論
的
問
題
に
重
貼
を

誼
か
が
と
す
る
意
聞
か
ら
特
に
第
」
及
び
第
二
の
問
題
に
就
き
い
ま
少
し
く
内
容
に
立
入
っ
た
紹
介
の
準
を
進
め
主
う
。

第
一
の
問
題
は
、
輸
出
白
地
域
別
隔
八
万
は
如
何
に
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
か
、
。
検
討
で
あ
っ
た
。
己
の
検
討
は
、
既
に
湛
ベ
た
如

く
、
原
料
の
生
産
か
ら
加
工
行
稗
を
経
て
製
品
と
在
り
輸
出
さ
れ
る
士
で
に
、
輸
出
口
聞
の
示
す
複
雑
な
る
地
域
的
部
分
経
済
聞
の
移

動
態
様
の
分
析
に
依
る
要
素
的
移
動
形
態
の
確
定
、
そ
の
結
合
組
合
せ
か
ら
地
域
的
鵠
分
終
消
に
於
て
可
能
た
る
轍
同
形
式
の
構
成

と
モ
の
経
消
的
意
味
の
規
定
、
調
賓
の
一
可
能
性
と
限
界
の
吟
味
を
以
て
内
容
と
す
る
。
そ
白
内
特
に
要
素
的
移
動
形
態
。
確
定
に
貫

馳
が
置
か
れ
て
ゐ
る
の
は
、
問
題
全
般
に
封
し
て
そ
れ
が
も
っ
意
義
に
由
因
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

要
素
、
的
移
動
形
態
へ
の
分
解
に
関
聯
し
て
抽
出
め
悲
に
明
か
に
し
て
置
か
払
ば
た
ち
白
の
は
、

日川で、

輸
出
白
線
輸
出

地
方
貿
易
統
計
白
問
題

第
五
十
六
巻

Z-一↓一一一
第
五
競

2
2
z
。

六
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地
方
貿
易
統
計
四
阿
最

-俸
五
観

中/、

第
五
十
六
巻

五

四

的

Emm喜
子
介
」
純
轍
出

2
0
5
E
m
p
Z
)
へ
の
回
分
で
あ
弘
。
楓
輪
出
と
は
、
輪
出
口
問
の
領
値
綿
量
に
於
て
と
ち
へ
ら
れ
た
輸
出
で
あ
り
、

輪
出
品
の
憤
他

純
輸
出
は
部
分
経
済
の
添
加
畑
出
値
(
者
E
R
V
守
P
呂
)
忙
於
て
と
ら
へ
ら
れ
た
輸
出
を
云
ふ
。
純
職
問
に
於
て
は
、

J
 

(
純
輸
出
)
が
分
解
さ
れ
て
、
モ
れ
を
創
出
せ
る
部
分
経
済
に
師
属
せ
し
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
蹄
嵐
せ
し
め
ち
れ
た
償
値
量
を
以
て
蛍

該
部
分
経
済
白
純
輪
出
と
さ
れ
る
。
線
輪
出
と
純
輪
出
と
の
匝
分
は
x
輸
出
を
如
何
た
る
量
に
於
て
と
ら
へ
る
か
と
云
ふ
方
法
的
問

題
に
も
関
聯
す
る
が
、
同
時
に
、

m
。-E固
に
於
て
は
移
動
主
腫
と
し
て
要
素
的
移
動
形
態
の
規
定
に
謝
し
て
前
提
的
た
意
味
を
も
た

さ
れ
て
ゐ
る
。
帥
ち
、
己
の
雨
者
を
前
提
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
移
動
を
渇
跡
し
、
移
動
の
要
素
的
形
熊
が
検
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
量
二
。

そ
の
揚
合
、
二
つ
白
腕
角
が
用
意
さ
れ
る
の

一
つ
は
生
産
者
が
そ
D
生
産
物
を
輸
出
す
る
か
、
商
人
の
仲
介
を
経
る
か
、
の
匝
別

!
i輸
出
行
規
者
が
生
産
者
で

b
z
か
、
陶

人
で
あ
る
か
、
の
匝
別
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
の
頑
角
は

一
つ
の
部
分
経
済
白
生
産
物
が
そ
の
部
分
粧
済
に
所
属
せ
る
生
産
者
或
は

商
人
の
手
に
よ

JJて
輪
出
さ
れ
る
か
、
モ
れ
と
も
他
の
部
分
経
摘
に
所
属
し
営
該
部
分
経
済
に
所
属
せ
ざ
る
生
産
者
或
は
商
人
に
よ

っ
て
輸
出
さ
れ
る
か
寸
に
依
る
原
別
、
換
言
す
れ
ば
、
生
産
物
を
生
産
せ
る
部
分
経
消
に
封
ず
る
輪
出
行
儀
者
の
所
属
か
ら
見
た
同

角別
r で
照あ
11ft(る
す
る生
匝産
別者
は職
、出

直ヲト

接苦
輪宮
向 t
グコ ロ
=r ~ 
E司 r

，柄、

ーと
5商
〉人
E 輪
島 出

向3
接古
車齢 ? 
計i ぎ

E 言
。
E は
。
:>- _E: 
E 言己
F 第

及の
ぴ市旦
部角
外 E亡
輪!照
出 I!li
(す
陣内

日る

"" :第
ロ
島の
E 税

の
別
で
あ
る
。
直
接
輸
出
と
は
、

つ
O
部
分
経
済
の
生
産
物
が
そ
の
部
分
経
済
の
生
産
者
或
は
商
人
に
よ
っ
て
轍
附
さ
れ
る
揚
合

(
郎
ち
一
つ
の
部
分
経
済
が
他
の
部
分
経
済
を
介
せ
や
に
泣
す
輸
出
〉
を
云
ひ
‘
他
の
部
分
経
済
の
生
産
者
或
は
商
人
を
介
す
る
の
が

一
つ
の
部
分
経
済
の
生
産
者
或
は
商
人
が
他
貯
部
分
経
消
の
生
産
物
を
仲
介
搬
出
す
る

上
記
の
間
接
輪
出
で
あ
る
。
部
外
輸
出
は
、

を
一
式
ふ
。
仲
介
す
る
側
か
ら
云
へ
ば
部
外
輪
出
、
仲
介
さ
れ
る
側
か
ら
云
へ
ば
悶
接
輪
日
と
友
る
誇
で
、
爾
者
は
内
山
部
的
忙
同
一
の

Brl1tto.， Nettoausfuhrの艦分に就では、 W.GraveIlの前掲詩論文参照。
と白二つの楓角は W.GrllveIlに於て採用されてゐる。
Berechnung u1町 dieBedelltung von Ein-und Ausfuhr， Deutsche Wirtsch.-
.:eitung， 34 Jg. Nr. 3， S. 83 
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も
白
を
相
異
っ
た
面
か
ら
と
ら
へ
た
も
O
と
一
五
ふ
と
と
が
出
来
る
。

要
素
的
移
動
形
態
は
、
以
上
白
二
組
白
腕
角
を
組
合
せ
て
純
輸
出
及
び
純
輪
出
に
つ
き
規
定
さ
れ
る
詩
で
あ
る
が
、
回
o-E巨
は
そ

れ
を
整
理
し
秩
序
づ
け
て
一
つ
の
表
式
を
導
き
出
し
て
ゐ
る
。
『
部
分
経
済
の
輪
出
の
概
念
的
障
分
の
表
式
』

(
E
B
E
F
品目。

Z1

関
口
書
岳
町
官
官
官
回
開
骨

f
P
E
-
F
:
5
2
吋

E
Z
E邑
正
問
)
.
邸
ち
之
で
あ
る
。
己
の
表
式
は
、
地
域
的
部
分
経
済
に
針
ず
る
も
の
を
第

一
部
と
し
、
第
一
一
部
民
職
能
的
部
分
経
拙
聞
に
劃
す
る
も
の
を
牧
め
て
ゐ
る
が
、
悲
で
は
、
第
一
部
、
帥
ち
、
地
域
的
部
分
経
済
に
封

ず
る
表
式
白
み
を
か
h
げ
る
。地

域
的
部
分
経
済
の
轍
同
の
概
念
的
医
分
先

出輪組 同輪組

商 生 ，j向 生

人
l産

人 産

者 者
職

輸
職 韓

出 出 出 出

55 重該白常量域 人介両を地域該常
出喜

域地 直

者生産於貯に
!.-'" '" 
輔す問てな産者生常該が

者生産
接 |

にる
韓

白てL慣添加 韓出よる値添由慣日

自
身
tご

韓出値。 域主包 よ 出
目 る

首 常 復》 続

地域の白聞域常誼地に
職のて出地域の白域官該地干

人前J該常

介在地域 問

五きに !.-'" 
人お

局"" 

臓なす出て産者生他が

接

介をける ~コ~，るT 

轍の出てし恒添債白加 産者主生をE侃添倒白加

鴇

'" 
地域

出

|他 しイ也 '" 
警地他護白営地他基

闘短詩怖を人

部

人商於に

箭お的)於にけ匂芝にけ タ十
よる
る酷

者産生を依酷加備

仲を語、

輪向加f茸 介他 輪
しの

値 E理'" 
jffi白 出

該品 てし常該i す轍田生 I 

右
の
表
式
に
依
る
と
、
線
輸
出
に
於
て
は
四
個
、
純
輸
出
陀
於
て
は
六
個
、
都
合
一

O
個
の
要
素
的
移
動
形
態
が
存
在
す
る
と
と

A

在
る
。

E
れ
ら
D
要
素
的
諸
形
態
は
、
上
遁
の
如
く
、
輸
出
主
慌
の
相
異
(
商
人
で
あ
る
か
生
産
者
で
あ
る
か
と
一
子
山
駄
が
一
円

J

、
い
ま
一

つ
は
生
産
物
生
産
自
部
分
純
情
へ
の
所
属
踊
儒
に
よ
る
柑
異
)

K
着
服
す
る
と
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
、
輸
送
上
の
闘
係
は
金

地
方
貿
易
統
計
の
問
題

第
五
十
六
巻

五
二
五

第
五
蹴

六

M 
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地
方
貿
易
統
計
の
問
題

第
五
十
六
巻

瓦
二
六

時
五
組

六
問

〈
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
ゐ
た
い
。
従
っ
て
-
つ
の
地
域
的
部
分
経
済
白
生
産
物
が
海
港
た
き
た
め
忙
他
の
部
分
粧
品
開
の
海
必
を
終
て

そ
の
海
港
所
属
の
商
人
を
介
せ
ざ
る
場
合
に

轍
出
さ
れ
る
が
如
き
と
と

l
l極
め
て
普
通
的
な
事
寅
で
あ
る
|
|
{
が
あ
っ
て
も
、

は
、
間
接
轍
出
と
友
ら
ぬ
(
海
港
所
在
の
生
産
者
に
よ
る
加
工
を
受
け
る
己
と
た
き
揚
合
も
ま
た
同
様
)
。
か
L
る
場
合
、
他
の
部
分

経
済
の
介
在
は
純
然
た
る
輪
選
上
の
問
題
忙
す
ぎ
左
い
の
で
あ
る
。
間
接
輸
出
た
る
た
め
に
は
、
一
つ
の
部
分
終
消
と
他
の
部
分
経

消
と
の
聞
に
経
抽
問
的
取
引
的
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
4

ん
も
商
人
の
仲
介
と
一
E
ふ
が
如
き
は
、
概
念
的
に
極
め
て
峻

昧
さ 左
て』規

主著
E 具

は告
七書
記訟
の山

に
要

は
素よ
白句 り
移殿

曹密
議な

暴君
主選
立雪
1萎

と
そ党

す
り旬

主日 Z 
き 』
ー と
ーは
て〉
の明
がA か
?野で

握手
式り

う
を 。
組
立
て

る

自p
ち

直
接
綿
輪
出
と
間
接
総
輸
出
の
和
。

己
れ
は
輸
出
品
が
原
料
生
産
か
ら
い
く
つ
か
の
加
工
行
程
を
経
て
製
品
と
友
る
ま

，q
 

(
 

で
に
経
由
す
る
一
聯
の
生
産
者
中
、
最
後
位
に
位
す
る
生
産
者
〔
終
局
生
産
者
〕
が
生
産
加
工
せ
る
輸
出
ロ
聞
の
債
額
を
一
不
す
。
但
し
終

局
生
産
者
、
更
に
部
分
経
済
の
営
該
輪
出
品
に
封
ず
る
添
加
侠
値
白
大
小
は
、
と
の
債
額
か
ら
は
知
る
己
と
が
同
来
ぬ
。
向
山
他
の
部

分
経
済
の
加
工
を
艇
で
始
め
て
輪
出
さ
れ
る
物
は
J

、
そ
の
部
分
経
済
の
添
加
債
値
が
如
何
に
大
き
〈
と
も
、
直
接
組
職
自
に
も
間
接

綿
輸
出
に
も
含
ま
れ
ぬ
故
に
、
E
L
忙
は
計
上
さ
れ
由
。

作
直
接
綿
輸
出
と
部
外
楓
輪
出
の
和
。
一
つ
白
地
域
の
生
産
者
及
び
商
人
が
外
図
へ
輸
出
せ
る
商
品
償
額
、
即
ち
取
引
償

額
を
示
す
o

但
し
部
分
経
済
白
添
加
傾
値
は
之
忙
於
て
も
一
早
さ
れ
ぬ
。

6

(
直
接
純
輸
出
と
間
援
純
輪
出
の
和
。
一
つ
の
地
域
舟
於
て
轍
同
の
た
め
に
給
付
さ
れ
た
添
加
傾
値
白
綿
茸
を
示
す
。

以
上
の
三
形
式
を
別
D
言
葉
で
表
せ
ば
!
|
担
。
-
Eロ
に
依
る

L
I
l
t刊
は
一
一
地
域
の
「
輸
出
す
る
所
の
も
の
」
に
、
ロ
は
そ
の
地
域

か
ら
「
輸
出
さ
れ
る
所
の
も
の
」
に
、
小
川
は
そ
の
地
域
が
輪
出
の
た
め
に
た
せ
る
曲
目
働
給
付
に
該
首
す
る
量
一
一
〉

O

と
れ
ら
白
三
形
態

Soltau， a. a. 0.， S. IS3 
属面
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中
、
理
論
的
に
云
っ
て
今

H
最
も
川
崎
想
的
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
一
は
、
川
で
あ
る
。
蓋
し
、
そ
れ
は
部
分
経
済
に
於
て
輪
出
の
た
め

に
給
付
せ
ら
れ
た
る
弊
働
時
聞
を
純
粋
に
示
し
、
そ
れ
以
外
の
何
者
を
も
徐
分
に
包
含
す
る
と
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ

の
調
交
に
は
賓
際
的
並
び
に
理
論
的
に
弐
の
如
苦
難
黙
が
あ
る
。
第
一
位
、
純
粋
完
全
に
一
地
域
の
添
加
慣
値
を
明
か
に
せ
ん
と
す

れ
ば
、
原
料
だ
け
で
な
〈
、
月
ゆ
る
生
産
設
備
に
つ
い
て
も
、
そ
の
債
値
を
創
山
川
せ
る
地
域
の
確
定
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

様
な
と
と
は
寅
際
的
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
、
各
生
産
要
素
に
添
加
慣
値
の
総
量
を
分
割
蹄
嵐
せ
し
め
る
が
如
き
は
、
生

産
白
有
機
的
統
一
的
機
能
か
ら
一
去
っ
て
、
理
論
的
に
も
異
議
を
売
れ
由
。
さ
れ
ば
か
ミ
る
算
出
方
法
主
拾
亡

L
、
生
産
の
結
果
に
於

て
添
加
償
値
の
線
量
を
と
ら
へ
る
の
が
至
常
で
あ
る
。
ー
ー
と
れ
が
ま

]Eの
所
設
の
要
賄
で
あ
る
ロ
要
す
る

ι、
}
つ
の
制
限
の

下
に
「
直
接
H

及
び
間
接
純
輸
出
の
和
」
が
y
ど
ち
る
ペ
昔
己
主
を
主
張
し
て
ゐ
る
懇
で
あ
る
。

(
詰
一
)
飽
輪
出
及
び
純
輪
出
目
直
剖
が
問
題
に
な
る
は
、
地
域
的
部
分
経
済
の
輪
出
自
み
で
な
い
o

金
凶
或
は
個
別
的
諸
産
業
(
工
業
)
部
円
四
輪

出
に
就
て
、
そ
れ
を
匝
分
せ
ん
と
す
る
試
み
は
、
は
る
か
に
古
い
距
奥
を
も
っ
て
ゐ
る
。
圭
岡
白
輸
出
に
古
い
て
そ
れ
を
直
別
せ
ん
と
す
る
と
き
、
問

題
に
な
る

m
は
輪
問
品
に
合
ま
れ
た
る
輸
入
原
料
品
の
債
額
控
除
で
あ
る
。
更
に
、
全
国
工
業
が
主
踏
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
之
に
訓
ふ
る
に
、
非
工

業
的
原
料
〈
農
鏑
・
水
産
物
〕
の
倶
額
控
除
が
問
題
に
な
る
。
い
づ
れ
に
せ
よ
、
生
岡
或
は
全
国
工
業
田
添
加
慣
値
の
純
粋
抽
出
が
目
的
E
、
か
与
る
意
味

に
於
で
、
地
域
的
部
分
純
情
に
於
け
る
と
具
る
所
が
な
い
。
後
者
に
ワ
き
、
組
輪
出
及
び
純
輸
問
の
匝
別
を
問
題
に
す
る
場
合
、
職
人
H

及
び
非
工
業

的
(
凋
内
陸
)
原
料
。
控
除
が
、
他
円
部
分
組
前
。
添
加
傾
値
の
控
除
と
共
に
問
題
に
さ
札
ね
ば
な
ら
凪
こ
と
は
云
ふ
主
で
も
な
い
E

(註

-
U

本
邦
貿
易
統
計
に
於
吋
る
諮
別
輪
出
額
比
、
之
を
内
容
加
に
見
る
と
、
そ
の
潜
鴨
所
轄
和
問
官
暑
の
管
岡
田
組
織
出
の
丹
に
、
管
匝
外
白

血
産
者
又
は
尚
人
の
手
に
な
る
輸
出
(
詔
闘
・
舶
積
が
そ
の
港
踊
聞
に
於
て
な
さ
れ
る
と
は
云
へ
、
そ
の
骨
随
内
の
生
費
者
又
は
商
人
の
加
工
及
び
仲
介

が
金
融
な
い
韓
出
)
を
合
む
。
関
東
州
貿
易
統
計
に
於
げ
る
輸
出
(
海
路
輪
出
)
も
宮
た
同
様
で
、
関
東
州
白
純
輸
出
(
州
内
に
て
生
産
又
は
加
工
さ
れ
た

物
器
且
び
州
内
商
人
の
仲
介
せ
る
抽
品
)
白
外
に
、
何
閥
東
州
内
の
生
産
者
又
は
商
人
と
は
全
然
関
係
な
き
も
の
(
満
洲
倒
l
l
!従
ワ
て
州
丹
l
I
m
生

産
者
又
は
商
人
の
手
に
よ
る
輸
出
)
が
包
含
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
鞘
は
留
意
さ
九
ね
ば
な
ら
向
。
#

回

地
方
貿
易
統
計
の
問
題

帯
五
調

ノ、

五

勢
五
十
六
巷

三五

七

日本外岡貿易年表，闘車問編，関東州貿易統計*大臓省編，



地
方
貿
易
統
計
的
問
題

第
五
十
ム
ハ
巷

樺
五
現

六
六

五

J1、

第
二
の
問
題
は
地
方
輸
出
率
の
問
題
で
あ
っ
た
。
問
題
白
所
在
と
内
容
に
就
て
は
既
に
謹
べ
た
故
、
蕊
で
は
∞

ogロ
の
提
示
せ
る

四
つ
の
比
率
と
そ
の
意
味
の
規
定
を
紹
介
す
る
忙
止
め
よ
号
。

印。-E
の
提
示
せ
る
四
つ
の
比
率
は
次
白
如
〈
で
あ
る
が
、
分
母
の
繍
生
産

純
生
産

(回

E
Z
E何回
開
百
回
何
回

回
目
同

Z
官
。
昔
E
E
g
)
、

(
Z町
内
亘
認
め
ロ
宮
口
F
Z
E
F
O司
H
E吾
位
。
回
)
の
概
念
に
う
き
噛
閉
め
若
干
の
説
明
を
附
加
す
る
。
綿
生
産
で
は
、
生
産
物
が
そ
の
慣
値
純
量
に

於
て
・
と
ら
へ
ら
れ
る
。
生
産
が
段
階
的
に
多
〈
の
経
替
に
分
割
さ
れ
て
潜
ま
れ
る
揚
合
、

一
つ
の
経
営
の
生
産
物
債
額
は
そ
の
粧
替

の
添
加
償
値
の
外
に
、
前
段
階
b
z

擦
営
ず
る
諸
経
骨
白
添
加
債
値
を
も
含
む
。
そ
れ
故
に
、
と
れ
ら
白
諸
経
替
の
生
産
物
償
額
の
綿

和
は
必
然
的
に
二
重
計
算
を
含
む
と
と
L
在
る
。
そ
れ
を
避
け
ん
が
た
め
に
粧
替
の
添
加
慣
値
を
摘
同
し
た
の
が
純
生
産
で
あ
る
。

組
生
産
と
純
生
産
の
匝
別
は
綿
輸
出
と
純
輸
出
の
匡
別
に
著
し
い
類
似
を
一
示
す
。
但
し
綿
生
産
が
二
重
計
算
を
合
む
に
封
し
、
総
輸

出
は
杢
〈
モ
白
様
左
己
と
が
た
い
。

目
。
】
官
民
の
提
示
せ
る
四
比
率

(イ}

噂
-
都
宮

韓
除
陳

(ロ〉

震
都
民

謡
帰
陣

c-、)

講
戸
部
冨

誕
冊
同
開

(~) 

幣
耳
凶
昨
冊
北
町
S
嵩
都
宮

書

肝

時

川
け
は
棉
輪
出
率
(
国

E
Z
M官
主
百
件
。
)
、
~
げ
は
純
輸
出
率

(ZEEM官同
Z
E
O
)
と
呼
ぽ
九
る
。

個
々

D
比
率
の
も
つ
意
味
と
し
て
問
。
-
Eロ
の
説
〈
所
を
見
る
に
、
突
の
如
く
で
あ
る
。

付
白
線
輪
出
率
(
練
韓
出
/
総
生
産
)
は
、
部
分
経
済
の
工
業
生
産
に
劃
す
る
輪
出
の
意
義
、
邸
ち
工
業
の
圏
外
市
揚
へ
の
依
存
度
の

測
定
に
康
〈
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
多
〈
の
皐
者
及
び
賞
際
家
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
如
〈
、
種
々
た
る
扶
院
を
包
蔵
す
る
。

14) Brutto.， Nett6erzeUguDg由直別に就ては R.¥Vagenfdhr1 a. s .0. .5. 51日，墨色問。
15) Soltau， a. a.. 0.， S. 156. 
16)" Soltau. a.. a. 0.， S. 15)'. 



い
ま
依
陥
の
主
た
る
も
の
と
し
て
諸
家
の
指
摘
す
る
所
在
要
約
す
る
に
、
大
韓
究
白
諸
鮪
を
皐
げ
る
己
と
が
出
来
よ
ろ
M

M
総
生
産
が
三
重
計
算
を
令
む
己
と
(
既
議
)
、

同
総
生
産
並
ぴ
に
抽
相
輪
出
の
償
額
の
基
礎
を
構
成
す
る
生
産
物
慎
格
と
輸
出
品
債
格
と
が
性
質
上
別
個
り
も
む
で
、
前
者
は
園

内
債
格
と
し
て
成
立
す
る
に
針
し
て
、
後
者
は
針
外
債
格
と
し
て
成
立
し
、
雨
者
が
必
・
干
し
も
一
致
せ
ざ
る
こ
在
、

U

「
純
輸
出
償
額
は
輸
出
に
闘
験
し
て
生
じ
た
商
業
利
潤
・
運
賃
・
保
険
料
・
共
他
の
諸
掛
を
含
む
E
と、

」
「
線
生
産
及
ぴ
綿
輪
出
は
何
れ
も
部
分
経
済
の
添
加
債
値
を
表
示
せ
ざ
る
と
と
、

印。
]Eロ
も
ま
た
と
れ
ら
の
依
陥
に
着
服
し
て
級
輸
出
率
を
排
し
、
そ
れ
に
代
る
も
の
と
し
て
1
1
1何
の
純
轍
出
寧
編
韓
間
/
純
生

摩
)
の
採
用
を
勧
奨
す
る
。
同
《
、
己
の
比
率
の
方
が
現
貸
事
態
に
よ
り
適
合
し
て
ゐ
る
と
。

川
、
帥
ち
、
純
輸
問
、
と
純
生
産
主
」
の
比
か
も
構
成
さ
れ
る
比
率
を
、
回
O
E
E
は
、
一
つ
の
部
分
経
済
が
他
の
部
分
経
済
白
生
産
物

を
加
工
す
る
己
と
に
よ
う
て
輪
出
し
得
る
も
D
と
注
し
得
る
能
力
主
示
す
も
の
と
考
へ
る
。
従
っ
て
綿
轍
山
川
率
或
は
純
輪
出
率
と
そ

の
意
味
は
著
し
〈
相
異
る
し
、
そ
の
殻
用
も
ま
た
別
の
鹿
に
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
か
h
る
意
味
に
於
で
、
輪
出
来
を
工
業

生
産
の
輪
出
に
針
す
る
依
存
度
の
測
定
手
段
と
し

τ
の
み
と
り
上
げ
ん
と
す
る
の
同
音
色
が
、
己
の
比
率
(
師
ち
い
)
を
地
方
輪
出
寧

め

、

の
中
に
句
合
せ
る
出
。
一
宮
ロ
の
所
設
に
反
射
し
た
の
は
、
た
し
か
に
無
理
か
ら
ね
こ
と
で
あ
ゐ
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
と
も
角
、

E
の

比
率
が
地
方
輸
出
率
に
加
へ
ら
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
、
地
方
輪
出
牢
乃
至
輪
出
率
の
概
念
が
著
し
〈
損
張
せ
る
己
と
は
、
吾
L
R
D
十

八
万
注
目
附
し
た
け
れ
ば
な
ら
ね
所
で
あ
ら
う
。

一
古
ふ
迄
も
在
〈
己
の
比
率
は
、
そ
の
値
(
抑
験
偲
)
が
一

O
O
(
%
)
以
上
に
建
す
る
と
と
も
可
能
で
あ
る
。
か
ミ
る
場
合
そ
の
意
味

ず
る
所
は
、
部
分
粧
消
が
そ
D
生
産
的
活
動
を
以
て
し
℃
は
創
出
し
得
ざ
る
、
多
額
の
生
産
物
を
加
工
し
て
海
外
市
揚
に
趨
膝
せ
し

第
五
十
六
巻

地
方
貿
易
統
計
申
問
題

五

ブb

六
七

第
五
競

Wagenfuhr， a. 3. 0.， S ι10倫 Gravell，Herker，目前掲書.Soltail， a. a 
0.， S. 156-158. 
W. Gravell. Allg. Stat. Arch. Bd. 28， S. 202 (Verhandlungen der D~utschen 
Statistischen G問 Uschaftin WU口burg)
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地
方
貿
易
統
計
百
問
題

第
五
腕

/、
ノL

務
五
十
六
巻

五
三

O

め
る
能
力
を
有
す
る
、
と
云
ふ
と
と
に
な
る
。
比
単
の
値
が
一

O
Oな
る
揚
合
、
更
に
一

O
O以
下
在
る
揚
合
忙
つ
い
て
も
、
夫
々

同
様
の
仕
方
で
そ
り
意
味
を
規
定
し
得
る
筈
で
あ
る
。
し
か
し

moEロ
一
が
云
ふ
ご
と
〈
果
し
て
と
の
比
率
は
か
L
る
も
の
を
語
り
且

示
す
己
と
が
同
来
る
で
あ
ら
う
か
n

総
輸
出
と
純
生
産
と
を
針
比
す
る
こ
と
が
如
何
た
る
論
嫁
に
於
で
、

部
分
経
消
の
生
産
物
を
加
工
す
る
己
と
に
よ
っ
て
輸
出
し
得
る
も
の
と
た
し
得
る
能
力
の
表
示
に
到
達
し
得
る
か
、

一
つ
の
部
分
経
済
が
他
の

い
ま
分
母
の
純

生
産
主
純
輸
出
に
泣
き
換
へ
る
と
と
に
よ
っ
て
成
立
せ
る
比
率
|
!
総
輸
出
と
純
輸
出
の
比

l
iの
方
が
そ
の
意
岡
に
よ
り
趨
合
し

て
ゐ
る
白
で
は
在
い
か
、
等
の
疑
問
を
提
出
せ
ざ
る
を
得
左
い
。
吾
々
は

moE同
の
云
ム
騨
卒
無
反
省
的
た
比
布
算
出
の
弊
を
引
合

に
同
す
需
で
は
な
い
が
、
総
輪
出
と
純
生
産
主
封
比
す
る
己
と
の
意
味
に
い
ま
一
度
吟
味
検
討
を
加
へ
る
と
と
を
必
要
と
す
る
。

比
率
↑
、
終
局
生
産
者
の
純
輸
出
と
部
分
経
消
の
純
生
侍
一
の
比
は
、
比
率
川
と
は
逆
に
そ
の
値
が
常
に
一

O
O以
下
で
あ
り
、
純

(
 

輸
出
率
よ
り
も
そ
D
値
が
小
さ
い
で
あ
ら
う
。
輸
出
品
が
原
料
生
産
よ
り
加
工
を
経
て
製
品
と
仕
る
虫
、
で
忙
通
過
す
る
幾
多
の
経
倍

の
う
ち
、
最
後
白
経
替
の
生
産
的
活
動
が
、
部
分
経
済
の
全
生
産
荷
動
に
於
て
有
す
る
意
義
主
明
か
に
す
る
。
純
輸
出
率
と
己
の
比

率
の
数
値
上
の
差
は
、
終
局
的
生
産
者
の
捻
首
す
る
段
階
以
前
の
諸
経
替
の
生
康
的
活
動
を
示
す
。

-
1
r
r
E
比
比
率
斗
が
か
く

の
加
者
意
味
を
有
ず
る
も
の
と
な
し
、
そ
れ
が
純
輸
出
率
(
り
て
純
輸
出
翠
(
叫
)
に
劃
し
て
楠
完
的
意
義
を
鎗
ム
E
と
、
而
し
て
賓

際
に
と
白
比
率
を
算
出
す
る
と
き
そ
の
数
値
は
恐
ら
〈
小
古
い
も
の
で
あ
ら
ろ
主
主
ふ
と
と
、
以
上
白
二
黙
を
附
言
し
て
ゐ
る
。

以
主
、
由
。
-
S
E
の
説
〈
所
に
従
っ
て
、
四
つ
の
比
率
の
意
味
を
問
題
に
し
た
が
、
既
に
明
か
た
る
如
く
、
イ
叫
及
び
吋
の
三
比
率

と
川
の
比
率
と
で
は
、
そ
の
意
味
が
著
し
〈
相
国
間
る
0

川
山
一
生
め
の
比
率
は
、
い
づ
れ
も
部
介
経
済
に
於
け
る
生
産
に
封
ず
る
輸

出
の
意
義
を
測
ら
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
刈
は
一
つ
の
部
分
経
済
の
生
産
が
他
の
部
分
経
済
の
生
産
物
の
輪
出
に
劃
し
で
も
つ

意
義
広
着
眼
せ
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
雪
異
質
の
も
の
を
地
方
輸
出
率
在
る
名
稿
の
下
に
一
括
す
る
と
と
に
は
異
論
が
あ
る
で

1九日ckel，Der Sachsische 、Nlrischaft話回um，So1t~u， a. a. 0.， S. 159 "9) 



〉

あ
ら
う
が
、

P
2
の
指
摘
す
る
如
~
、

地
点
輪
出
率
と
し
て
専
ら
綿
輪
出
率
及
び
純
輪
出
率
に
腕
野
を
周
限
し
て
ゐ
た
従
来
の
論

者
に
謝
し
て
蹴
野
左
横
大
せ
し
め
る
動
機
と
も
友
り
得
る
舗
に
吾
々
の
習
意
し
な
け
れ
ば
た
ち
血
も
白
が
存
在
す
る
o

し
か
し
同
時

に
か
く
の
如
き
踊
野
の
憤
大
が
、
地
方
輸
出
事
の
概
念
に
大
昔
友
挺
化
を
生
ぜ
し
め
る
に
至
つ
で
ゐ
呂
こ
と
を
忘
れ
て
は
た
ら
在
い

で
あ
ら
う
o

網
輸
出
率
及
び
純
輸
出
率
に
問
題
を
局
限
せ
る
際
、
概
念
さ
れ
て
ゐ
た
の
は
、
F

つ
の
部
分
経
済
(
一
つ
の
地
域
)
の
生

、
産
(
日
工
業
ν

の
輪
出
へ
の
依
在
度
の
測
定
手
段
と
し
て
の
地
方
輪
開
率
で
あ
っ
売
。
し
か
し
目
。

-Eιι
於
て
は
、
少
〈
ー
と
も
そ
れ
が

提
示
せ
る
比
率
白
志
味
白
規
定
か
ら
す
れ
ば
、
も
は
rや
右
の
如
昔
局
限
さ
れ
た
も
の
で
友
〈
、
よ
り
庚
〈
よ
り
内
容
的
投
概
念
で
あ

る
様
に
忠
は
れ
る
。
し
か
ら
ば
そ
れ
は
如
何
に
定
義
せ
ら
る
べ
き
か
。
五
日
々
は
地
方
職
山
川
率
の
概
念
規
定
を
問
は
ね
ば
た
ら
ね
。
だ

が
ま
-
Z
ロ
の
と
の
論
文
は
地
方
輪
出
率
の
概
念
に
つ
き
必
・
干
し
も
明
確
一
義
的
左
規
定
を
奥
へ
て
ゐ
な
い
。
む
し
λ
規
定
そ
の
も
の

の
上
で
は
、
従
来
の
、
か
の
局
限
さ
れ
た
概
念
を
そ
の
ま
t
A

踏
襲
し
て
ゐ
る
が
如
き
庭
友
し
と
し
在
い
。

地
方
輸
出
車
の
概
念
白
明
椛
た
規
定
の
要
求
は
、
車
た
る
定
義
の
た
め
の
定
義
の
要
求
で
な
い
。
そ
の
明
確
友
規
定
が
興
へ
ら
れ

る
と
、
そ
れ
を
賓
現
せ
る
地
方
輪
出
翠
の
具
醐
間
的
形
態
が
明
か
に
た
り
、
ま
た
質
問
の
方
法
も
自
ら
明
確
陀
・
な
る
か
ら
で
あ
る
。
何

が
故
に
上
記
白
如
き
四
ワ
の
比
率
が
皐
げ
ら
れ
か
ば
た
ら
組
か
、
ま
た
E
れ
ら
由
比
率
低
相
互
に
如
何
た
る
闘
係
を
有
す
る
か
、
こ

れ
ら
の
比
率
で
以
て
十
分
で
あ
る
か
否
か
、

E
れ
ら
の
問
臨
も
自
ら
解
決
白
詮
を
見
出
す
で
あ
ら
う
。
由
。
】
宮
口
は
四
つ
の
比
率
を
提

示
し
た
。
而
し
て
を
の
意
味
を
明
か
に
し
た
。
し
か
し
、
何
が
故
に
と
れ
ら
の
比
率
が
串
げ
ら
れ
ね
ば
た
ら
ね
か
、
と
云
ム
貼
に
左

る
と
そ
の
所
説
は
明
確
で
た
い
様
陀
思
は
れ
る
。
地
方
輸
出
率
の
一
概
念
の
明
確
在
規
定
、
そ
れ
を
前
提
し
て
の
斯
論
の
展
開
ー
ー
と

れ
ら
の
紙
釦
と
深
い
閥
係
が
注
い
で
あ
ち
ろ
か
。

五

地
方
貿
易
統
計
の
問
題

悼
五
肱

プミ;

タし

第
五
十
六
巻

丙
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地
方
貿
易
統
計
の
問
題

第
五
十
六
巻

五

樺
五
韓

t 
O 

以
上
、
理
論
的
問
題
に
重
賠
を
置
い
て
∞
O
F
E
D
所
説
白
犬
綱
を
紡
介
し
た
。
既
に
指
摘
し
た
如
く
∞

ogロ
の
所
設
が
す
べ
て

そ
の
創
意
院
か
L
る
も
の
で
友
い

E
K
は
云
ふ
ま
で
も
た
い
。
。
E
4巴

]
w

冨
c
品
。
]
祖
国
耳
目
n
o
H

等
は
そ
白
直
接
の
先
行
者
と
式
ふ
と
と

が
同
来
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
一
諸
先
行
者
の
所
設
を
隠
系
的
に
整
理
関
聯
づ
け
、
問
題
の
所
在
と
展
開
白
方
向
を
具
徳
的
に
示
し
て

ゐ
る
貼
は
、
た
と
ひ
そ
の
所
設
が
不
十
分
た
る
結
、
或
は
更
に
吟
味
す
べ
き
黙
を
多
く
柑
慨
し
て
ゐ
よ
う
と
も
、
吾
々
の
十
分
評
債
す

べ
き
も
の
を
も
っ
と
云
は
ね
ば
た
ら
一
な
い
で
あ
ら
う
。
特
に
、
本
稿
が
∞
o
-
E
G
の
第
一
論
黙
と
し
て
取
上
げ
た
輪
出
の
地
域
別
極
分

の
問
題
忙
関
聯
し
て
獲
得
せ
る
成
果
1

1
地
域
的
部
分
経
済
の
概
念
的
恒
分
の
表
式
の
如
昔
、
第
二
白
論
賄
と

L
て
の
袖
方
輪
出
率

の
問
題
に
閥
腕
し
て
、
総
輸
出
率
及
び
純
輸
出
李
へ
の
限
定
よ
り
の
問
題
の
解
放
の
如
き
、
特
に
注
目
す
べ
き
黙
で
あ
ら
う
。

、、

し
か
し
他
方
に
於
て

F
Eロ
忙
し
て
倫
吟
味
す
べ
昔
、
或
は
反
省
す
べ
き
い
〈
つ
か
の
間
題
を
残
し
て
ゐ
る
乙
と
、
包
戯
し
て
ゐ

る
と
と
も
承
認
さ
れ
ね
ば
友
ち
た
い
で
あ
ら
う
。
五
口
々
は
既
に
若
干
白
問
題
に
つ
い
て
と
れ
を
指
摘
し
た
故
、
己

L
で
は
繰
返
さ
た

い
が
、
次
の
問
題
の
如
昔
、
今
改
め
て
検
討
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
た
い
か
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
は
地
方
轍
出
率
四
問
題
に
属
す
が
、

一
言
に
し
て
要
約
す
れ
ば
、
締
輪
出
翠
の
設
用
に
就
て
w
h

あ
る
。
た
し
か
に

FgrE
の
云
ム
ご
と
〈
、
ま
た
多
く
の
諸
家
も
指
摘
す

る
ご
と
く
、
締
輸
出
率
に
種
々
な
る
快
陥
が
あ
る
と
と
は
事
貨
で
あ
り

1
i己
記
隅
陥
に
就
て
は
既
遁
ー
ー
!
、
之
に
代
ふ
る
忙
純
輪

出
率
が
算
出
せ
ら
る
べ
き
E
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
後
者
の
算
出
に
は
、
資
際
的
に
種
々
た
る
困
難
が
作
ひ
、
今
日
の
欣
態

で
は
始
E
不
可
能
た
る
己
と
は
否
定
す
る
手
と
が
出
来
由
。
従
っ
て
費
際
に
利
用
し
得
べ
き
も
の
は
線
輪
出
率
で
あ
る
と
云
は
ね
ば

泣
ら
ね
。
明
。

zdと
雌
も
十
分
に
之
hv
認
め
る
止
す
れ
ば
、
棉
輸
出
率
に
つ
き
一
居
の
吟
味
検
討
を
行
っ
て
、
如
何
な
る
僚
件
の
下

に
如
何
K
利
用
す
れ
ば
、
そ
れ
が
も
っ
快
陥
よ
り
遠
ざ
か
り
た
る
利
用
を
た
し
得
る
や
、
ー
ー
ー
か
t
A

る
意
味
に
於
セ
白
綿
輪
出
寧
の

致
用
の
再
検
討
並
び
に
利
用
限
界
の
規
定
E
そ
、
寧
ろ
重
要
牲
を
帯
ぴ
る
問
題
で
あ
る
と
一
五
ひ
得
ょ
う
。




